
日本語教育における 「日本事情」

研
究

ノ
ー

ト
日
本
語
教
育

に
お
け

る

「
日
本
事
情

」

1
そ

の
捉
え
方
と
教
授
形
態

に

つ
い
て宮

城

血
ノ 、

江
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一 二三四五

は
じ
め
に

わ
が
国

に
お
け
る

日
本
語
教
育

の
概
要

「
日
本
事
情
」
教
育

の
周
辺

「
日
本
事
情
」
教
育

の
捉
え
方

と
教
授
形
態

お
わ
り
に

一

は
じ
め
に

わ
が
国

の
国
際
的
地
位

の
高
ま
り
お
よ
び
諸
外
国
と
の
国
際
交

流

・
技
術
協
力
等

の
進
展
に
伴

い
、
国

の
内
外

に
お

い
て
は
日
本

語
学

習

へ
の
関

心
が
非
常

に
高
ま

っ
て
き

て

い
る
。
そ
し

て
こ
れ

に
応
え
る
べ
く
公
的
機
関
か
ら
草

の
根

レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
、

日

本
語
教
育
そ

の
も

の
に
対
す
る
よ
り
高
度
で
広
範
囲
な
教
授
内
容

の
充
実

・
向
上
の
た
め

の
努
力
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に

わ

が

国
が
受

け

入
れ

て

い
る
外

国

人
留
学

生
を

対
象

と
す

る

日
本

語
教
育

は
過

去

一
五
年
間

を

見

て
も

そ

の
間

の
国

際
教
育

活

動

の

中

で
最

も

活

発

化

し

た

領
域

で

あ

る

と

い
わ

れ

て

い
る

口
織
こ
れ

ら

留
学

生

を
含

む

わ
が

国

に
お
け
る

日
本

語
学
習

者

の
数

が
増

加

の

一
途
を

た
ど

っ
て

い
る

こ
と

は
周

知

の

と
お
り
で

あ

る
が

、

彼

ら

学

習
者

の
日
本

語

レ
ベ

ル
も
相

当

に
上
が

っ
た

と
同
時

に
学

習

目
的
も

か

な
り

多
様

化

し

て

い
る
、

中

で
も

近
年

」
日
本

語

」
及

び

,
日
本
文

化
L

と

い
う

領
域

以
外

に

.
日
本
事

情
」

ど
か

-
異

文

化

コ
三

ユ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
」
、

あ

る

い
は

、
国

際

理
解

教
育

L

等

と

い
う

こ
と
ば

が

頻

出
し

て

お
り
、

「
日
本

事

情

」
教
育

の
あ

り

方

の
重

要
性

が

日
本

語
教

育
界

で

も
盛

ん

に
叫
ば

れ

始

め

て

い

る

。
そ

れ

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

日
本

語

教
育

の
現
場

に

い
る

我

々

日
本

語

教

師

に

と

っ
て
も

コ
日
本

事

情

L

教

育

の
あ

り

方

、

内
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容
、
方
法
、
教
材
等

に
関
し
て

い
ま
ひ
と

つ
手
応
之
が
感
じ
ら
れ

な

い
の
が
実
情
で
あ
る
,

本
稿
で

は
特

に
国
内

の
大
学

に
お

い
て
学

習
す
る
外
国
人
留
学

生
を
対
象

に
行
う

日
本
語
教
育

に
お
け
る

百

本
事
情
し
教
育
を

念

頭

に
お
き

、

そ

の
教

育

の
周

辺
、

捉

之
方

と
教

授

形
態

、

教
授

者

と
し

て

の
役

割
等

を

い
く

つ
か

の
角

度

か
ら

言

及
し

、

考
察
を

進

あ

て

い
ー

こ

と

に
す

る

,
筆

者

は
未

だ

こ

の
考

察

に

よ

っ
て

「
日
本
事

情

-一
教
育

は

こ
う

あ

る

べ
き

だ

と

い
う

よ

う

な
提

言
を

す

る

に
は
至

っ
て

い
な

い
、
し

か
し

日
本

語

教
師

ど
し

て
実
際

の

教

育

の
現
場

で

コ
日
本

事

情
」

教

育
を

担
当
す

る
際

の
手
が

か
り

を

得

な
が
ら

今

後

の
課
題

や
方

向
を

も

探
り

た

い
。

(注
)

L

「
日
本

語
教
育
と
内
な
る
国
際
化
」

『
国
際
教
育
交
流
実
務

講
座
」
第

四
巻

教
育
交
流
社

一
九
九
三
年

二

わ

が

国

に

お
け

る

日
本

語
教

育

の
概

要

日
本

語

教

育

の
歴

史

を

見

る

と

、

一
五

四
九
年

(天

文

一
八

年

)

ー

フ
ラ

ン
シ
ス

コ

・
シ

ャ
ビ

エ
ル

に
よ

る

キ
リ

ス
ト

教
布

教

の
開

始
年

ー

「
シ

ャ
ビ

エ
ル

の
弟

子

ジ

ョ
ア

ン

・
フ

ェ
ル
ナ

ン
デ

ス

日
本

語
学

習

に

励

む
」

弓
と

い
う

一
節

が

あ

る
が

、

こ

の
記

録

に
見

ら
れ

る

よ

う

に
、
わ

が

国

に

お
け

る
外

国

人
対
象

の
日
本

語

教
育

の
歴
史

は
、

こ

の
頃

の
個

人

レ
ベ

ル

の
学

習

あ

た
り

か
ら

一

七
世
紀

の
前
半
に
か
け
て

の
キ
リ
シ
タ

ン
布
教
活
動

の
た
ぬ

の
宣

教
師
養

成

の
教
育
機
関
に
端
を
発
す
る
。

し
か
し
組
織
的
な
日
本

語
教
育

活
動
が
始

め
ら
れ
た

の
は
、
明
治

の
初
め
に
朝
鮮
か
ら

の

留
学
生
が
来

日
し
始
あ
た

こ
ろ
か
ら

ど
さ
れ
て

い
る
。

そ

の
後
政
府

の
施
策
等

に
よ
ワ
、

日
本
語
教
育

は
徐

々
に
普
及

の
道
を
辿
り
種

々
の
調
査
研
究
、
教
授
法

の
研
究
、
教
材

の
開
発

な
ど

が
行
わ
れ
た
、
戦
後
に
お

い
て
は
、
国
際
交
流

の
進
展
、
技

術
協
力

の
促
進
な
ど

の
た
め
、
そ

の
基
盤
で
あ
る

日
本
語
教
育

の

重
要
性
が
改

め
て
強
調
さ
れ
、
最
近
に
至

っ
て
は
、

日
本
語
教
育

機
関
が
著
し
く
増

加
し

て
き
て

い
る
状

況
で
あ
る
。
砲

(
一
)

日
本

語
学

習
者

に

つ

い
て

国
内

の
日
本

語
教
育

機

関

に
お

い
て
、

大
学

等

で

の
勉

学

・
研

究

、

技

術

の
研
修
、

ビ

ジ
ネ

ス
等

の
目

的
で

日
本

語
を

学

習

し
て

い
る
者

の
全

体

数

(平
成

二
年

に
減

少

傾
向
が

見

ら
れ

る

が
、

そ

の
後

は
増

加
傾

向

に
あ
る
)

は
、

平
成

四
年

(
一
九
九

二
年
)

は

六

九
、

九

五

〇

人
に

上
り

、

こ
の

一
〇
年

間

で

約

三
倍
、

二

〇
年

間

で

は
約

九
倍

に
増

加
し

て

い
る
。

(表

1
)

こ
れ
ら

の
学

習
者

の
う

ち

、

大
学

院

。
大
学

に

つ

い
て
は
、
平

成

四
年

現
在

で

一
四
、

八

一
八
人
に
達

し

て
お

り
、

五
年

前

(昭

和

六

二
年

)

に

比

べ

一

・
七

五

倍

の
増

加
が

見

ら

れ

る

。

(表

2
)ち

な

み

に

日
本

語
学

習
者

の
出
身

国

(地
域
)

に

つ

い
て
は
、
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一
位
が

中
華

人
民
共

和

国
で

、

二
位
が

大
韓

民
国

、

三

位
が

ア

メ

リ

カ
合

衆

国

と

い
う
順

に
な

っ
て
お
り
、

ア
ジ

ア

州
か
ら

の
日
本

語
学

習
者

数

は
そ

の
総
数

の
七

四

・
五
%

を

占

あ

て

い
る

と

の

こ

と
で

あ

る
.、
心

(
二
)

日
本

語
教
育

機

関

に

つ

い
て

右

の

(
一
)
で

明
ら

か

な

よ
う

に
、

日
本

語
学

習
者

数
が

増

大

す

れ
ば

、

そ

の
た

め

の
教

育

機
関

数

の
増

加
及
び
充

実

性
も

お

の

ず

か
ら

必
要

と
な

っ
く

る
,

日
本

語

教
育

機

関
数

は
平

成

四
年

現
在

で

九

五

五
機

関

と
な

っ

て

お
り
、

こ

の

一
〇
年

間

で

三

・
三
倍

と

な
り
、

こ
の

二
〇
年

間

で

は
約

九
倍

の
増

加
を

示

し

て

い
る
。

(表

1
)

こ
れ

ら

の
日
本

語
教
育

実

施
機

関

の
う

ち
、

大
学

院

.
大
学

に

に

つ

い
て
見

る

と
、

平
成

四
年

現
在

で

三
六

一
機

関

に
達

し

て

い

る

。

五

年

前

(
昭

和

六

二
年

)

に

比

べ
約

一

・
九

倍

の
増

加

と

な

っ
て

い
る
∩

(表

2
)

(三
)

日
本
語
教
員

に

つ
い
て

日
本
語
学

習
者

の
増

加
に
伴

い
、
そ

の
学

習
目
的
も
更

に
多
様

化
し
て

い
る
.

彼
ら

の
需
要
に
対
応
で
き
る

に
充
分
な
経
験
や
専

門
分
野
を
有
す
る
教
員
が
専

任
、
非
常
勤

・
兼
任
を
問
わ
ず

必
要

と
な

っ
て
き
て

い
る
。

ま
ず

、

日
本
語

教
員

全
体
を
見

る

と
、

平
成

四
年

現
在
で

は

国内における日本語学習者数、 日本語教育機関数・

日本語教員数の推移

表1

昭46 52 57 62 63 平 兀 2 3 4

日本語 学 習 者 数 7,446 14,179 23,787 43,368 64,020 72,486 60,601 62.89 69,95Q

日本語教育'機関数 1QO 195 290 496 X34 ?44 821 882 955

日 本 語 教 員 数 904 1.18 2.15 4,843 6,723 7.92 8,329 8,853 9,671

(資 料)文 化 庁 調 べ(昭 和54年 ・度 、60年 度 、'ド 成3年 度 、4年 度)よ り作 成

国内の大学 ・大学院における日本語学習者・日本語

教育実施機関数、日本語教員数の推移

表2

昭62 63 平 元 Z 3 4

日本 語学 習 者数 8,434 9,755 11,779 12,215 13,976 14.81$

日本語教育機関数 193 233 243 283 317 361

日 本 語 教 員 数 1,216 1.48 1,604 1,809 2つ53 2,362

(注)日本語教育実施機関数には 大学等の付属 日本語学校・留学生別科・/7.1日 ノト貢廿季又下ヨーヌ毛〃也↑戒1笑1劫く』一旨よ ノ¥-f-tv/i・ 」'両4J「 「、ロロ

言 語 セ ン タi.を 含

(資 料)文 化 庁 調 べ(平 成3年 度t4年 度)よ り 作 成
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図1留 学生数の推移(各 年5月1日 現在)

昭 和5354555657585960616263Lr成 元2 3 4(年)

(注)外 国政府派遣留学 生は、中国 ,マ レー シア,イ ン ドネシア,ブ ラジル .
タイ及びシ ンガポールの各国政府派遣 留学生であ る。

(資料)文 部省調べ
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九

、

六

七

一
人

と

な

っ
て

お
り

、

こ

の

一
〇
年

間

で

約

四

.
五

倍
、

こ

の

二

〇
年

間

で

は
約

一
〇

・
七

倍

の
増

加
と

な

っ
て

い

る

.

(表

1
)

大
学

院

・
大
学

に
お
け

る

教
員

数

は
平

成

四
年

現
在

で

二
、

三

六

二
人
と

な

っ
て

お
り
、

五
年

前

(昭

和
六

二
年
)

に
比

べ
約

一

・
九
倍

の
増

加
と

な

っ
て

い
る

。

(表

2
)

(
四
)

留
学

生

に

つ

い
て

わ

が
国

が
受

け

入
れ

て

い
る

留
学

生

に

つ
い
て

は
、

そ

の
す

べ

て
が

必
ず

し

も
先

に
見

た

日
本

語
学

習

者

の
中

に
含

ま

れ
る

と

は

限
ら

な

い
,

し

か
し

、
留

学

生
交

流

の
推

進

と

い
う

の
は
、

四
日

本

語
L

と

い
う
教

科

を

あ
る

機

関
で
学

習
し

て
お
ら
ず

と
も
、

わ

が

国

と
諸
外

国

に

お
け

る

「
相

互

の
教

育

・
研
究

活

動

の
振

興

及

び

発

展
、

更

に
相

互

理
解

と
友

好

の
増

進

に
多

大

に
寄

与

す

る

も

の

4
で

あ
り

、

極

め

て
重

要

な
意
義

を
有

し

て

い
る

と
言

え

る

で
あ

ろ
う

、

文

部

省

の
調
査

に
よ

る

と
、
わ

が

国

の
大
学

等

に
学

ぶ
外

国

人

留
学

生

は
、

平
成

四
年

五
月

一
日
現
在
で

そ

の
数

は

四

八
、

五

六

一
人
に
上

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

一
〇
年
前

(
昭
和

五
七
年

当
時

)

の

八
、

一

一
六

人
と

比
較

し

て
も

ほ
ぼ

六
倍
も

あ
る

。
前

記

の
グ

ラ

フ
で
も

わ

か
る

よ
う

に
国
費

留
学

生

・
外

国
政
府

派
遣

留

学

生

に
比

べ
、

私
費

留

学

生

数
が

四

一
、

八
〇

四
人

と
留
学

生
総

数

の

八
六
%
を

占

め
て

い
る
。

喝

(図

-
)

こ
の
よ

う

に
留

学

生
が

急

激

に
増

加
し

た

理
由

の
裏

に
は
、

い

わ

ゆ
る

酬
留

学

生

一
〇
万

人
受

け

入
れ

計

画
L

鴫
以
来

、
多

く

の

大
学

が

留
学

生
受

け

入
れ
態

勢

を

か
な
り

積

極

的

に
整

え

始

め
た

こ

と
と
、

私
費

留
学

生

に
対

す

る

ア

ル
バ

イ
ト

規
制

を

か
な

り
ゆ

る

め
た

こ

と
が

挙

げ
ら

れ

る
。

ま
た

こ
れ

ら

の
留
学

生

は

そ

の
九

割

以
上
が

ア

ジ

ア
諸

国

(地

域

)

の
出

身

で

あ

る

が

、

中

で

も

中

華

人

民

共

和

国

、

大

韓

民

国

、

台

湾

の

三

か
国

(地

域

)

で
全

体

の

八
五
%

も

占

め

て

い

る

,

ま
さ

に

こ
れ
ら

の
地
域

と

日
本

と

の
地
理

的
、

歴

史
的
結

び

つ
き
を

如
実

に
反

映
し

た
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

η

世
界

の
留

学

生

人

ロ
が

約

一
〇

〇

万

人

と
言

わ

れ

て

い
る

昨

今

、

わ
が

国

が
受

け

入
れ

て

い
る

四

八
、

五

六

一
人

と

い
う

数
字

は

日
本
国

と
し

て

は
目
覚

ま

L

い
飛

躍

と
は
言

之
、

主

要
先

進

国

(
ア
メ

リ

カ

で

は

四

〇
七

、

五

二
九

人

、

フ

ラ

ン
ス

で

は

=

二

六
、

〇

一
五

人
等

)

と

の
受

け

入
れ

状

況
を

比

較
し

て

み
る

と
、

ま
だ
決

し

て
多

い
と

は
言

之

な

い
状

況
な

の
で

あ
る
。

娼

(注
)

*
表
1
及
び
表
2

(各
年

一
一
月

　
日
現
在
、
昭
和
六

一
年
ま
で

は
各

一
〇
月

一
日
現
在
)

『
国
内

の
日
本
語
教
育
機
関

の
概
要
」
文
化
庁
国
語
課
調
べ
よ

り
作
成

L

『
日
本
語
教
育
事

典
」

日
本
語
教
育
学
会
編

大
修
館
書
店

254
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一
九

八
二
年

七

八

一
へ
ー
ジ
～

七
九

ニ

へ
ー

ジ

λ

『
昭

和

六

〇
年

度

国
内

の
日
本

語

教
育

機

関

の
概
要

』
文

化

庁

国

語
課

昭

和

六

二
年

a

「
平

成

四
年

度

国

内

の

日
本

語
教

育

機

関

の
概
要

」
文

化

庁

国

語
課

平
成

五
年

4

『
わ

が

国

の
文

教

施
策

へ平

成

五
年

度

ご

文

部

省

平

成

五
年

四
六

六

へ
ー
ジ

翫

文

部

省

平

成

五
年

四
六

七

へ
ー

ジ

a

『
国

際

教
育

交

流

実

務
講

座

」

第

四
巻

教

育

交

流

社

一

九

・九
三
年

一二
六

へ
ー

ジ

文
部

省

の

「
日
本

語
教
育

施
策

の
推

進

に
関
す

る

調
査

研
究

会
」

は

¶
二

一
世
紀

へ
の
留

学
生

計

画
L

を

発
表

し

た
.

そ
れ

が

い
わ

ゆ

る

「留

学

生

一
〇
万

人
受

け

入
れ
計

画
」

で
あ

る
。

当
時

の
中

曽

根
康

弘

首
相

の
二

一
世
紀

初

頭

ま
で

に

。
フ
ラ

ン

ス
並

み

の

一
〇
万

人
"

の
留
学

生

を
受

け

入
れ

よ

と

の
指

示
で

設

け
ら

れ

た
懇

談

会
が

一
九

八
三
年

に
出
し

た

提
言

で

あ
り

、

そ

れ

に
よ

る

と
学

部

レ

ベ

ル

六

(六

万

人
)
、

大
学

院

レ

ベ

ル

三

(三

万

人

)
、

高

等
専

門

学

校
等

一

(
一
万

人
)

と

い
う
予

想
内

訳

に
な

っ
て

い
る
,

し

か
L

現
在

の

と

こ
ろ

、
数

で

は
そ

の
予

想
を

上

回
る

へ
ー

ス
で

進
行

し

て
お
り

、
学

部

レ
ベ

ル

三

.
八
、

大

学

院

レ

ベ

ル

三
、

高
等

専

門

学

校

等

二

・
八
で

あ

り

、
実

際

に

は
ズ

レ
が

生

じ

て

い
る

こ
と

に
な

る

。

乳

文
部

省

平

成
〕五
年

四
六
・九

へ
・i
ジ

&

文

部

省

平
成

五
年

四
六
九

、へ
ー

ジ

三

「
日
本

事

情

」
教

育

の
周
辺

二

)

[
日
本

事

情

一
の
定

義

「
日
本
事

情
」

と

い
う

こ
と
ば

の
定
義

に

つ

い
て
は
、

広
義

・

狭
義

の
解

釈
が

な

さ
れ

、
し

か

も

,
日
本
事

情
[

教
育

の
担
当

者

に
よ
り

そ

の
捉
之

方

が

そ
れ

ぞ
れ

に
異

な
り
、

更

に
各

日
本

語
教

育

実

施
機

関

の
事

情

や
方

針

に

よ

っ
て
も

、、日
本
事

情

¶
の
扱

い

方

、
指

導

の
方

法

が
多

様

で

あ
る

の
が

実
情

で

あ
る

。

こ

の

四
日
本
事

情
L

と

い
う

こ
と
ば

が
何

を
意

味

し
、

い
か

な

る

内

容

か

と
問

之
ば

、

.
日
本

の
文

化
し
、

¶
日
本

の
文

化

と
習

慣
L
、

「
日
本

の
社

会
」
、

崎
日
本

の
事

象
/

事

柄

L
、

「
日
本

生

活

の
実

情

」
、

「
日
本

の
こ
と

に

つ
い
て
」
、

「
日
本

そ

の
も

の
」

等

々
が

常

識

的

な
答

之

ど
し

て
得

ら
れ

る

の
で
あ
ろ

う
。

日
本

語
教
育

に
携
わ

る
専

門

家

た

ち

の

「
日
本
事

情
」

に
関

す

る
調
査

報
告

書

、

研
究

論
文

及
び
学

会
等

で

の
発

表

に

お
け

る
英

文

タ

イ

ト

ル
を

見

る

と
、

.、宮
ぎ
o
ど

こ
d
、.、

、.ら
碧

餌
口
Φ
ω
Φ
〉
㍗

h巴
凄

餌
民

O
巳
ε

話

."、

..鍵

冨

昌
。
ω
Φ

O
巳
ε

目
Φ
、.、

.6

三

-

ε

轟

一
〇
ユ
8

富
鉱
o
コ
..、

..」
巷

雪

㊦
。。
o
O
巳
ε

話

⇔
づ
創
GQ
o
o
7

。
身

.、、

.、
○
葺

母

帥
;

9。
簿

σq
8

§

鳥
.等

と

翻

訳

さ

れ

て

い
る

・.

多

少

の

ニ

ュ
ア

ン
ス

の
違

い
は
認

め
ら

れ

る
が

、

「
日
本

事
情

」

は

こ

の
よ
う

に

「
日
本

文

化
」

と
密

接

に
結

び

つ

い
た

こ
と
ば

、

552

あ

る

い
は

ほ
ぼ

同
じ

領

域
を

持

っ
た

こ
と
ば

と
し

て
用

い
ら
れ

る
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こ
と
が
多

い
よ
う

で
あ

る

,

し

か

し
、

「
『
日
本
事

情

」

は

『
日

本

文
化

」

と

い
う
場

合

よ
り

も
表

面
的
、

具

体

的
、

実
際

的

な

イ

メ

ー
ジ
が

強
く

、

…

…
…

『
事

情

』

は

『
知
る
」

あ

る

い
は

『
わ

か
る
」

も

の
で
あ

る

の
に
対

し
、

『
文

化
』

は

『
知
り

』

『
わ

か

る
』

も

の
か
ら

、

『
身

に

つ
け

る

』

『染

み

つ
く
」

も

の
ま
で

い

ろ

い
ろ

の
レ
ベ

ル
が

あ

る
L

と

の
見
方

も

あ

る
。
4

一
方
、

公
的

に

は

こ

の

「
日
本

事
情

」

は
ど

の
よ
う

に
捉

え

ら

れ

て

い
る

の
で

あ
ろ

う

か
。

昭

和
三

七
年

四
月

に
文
部

省

大
学

学

術
局

長

か

ら
国

公

私
立

大
学

(短

大
を

除
ー

)
長

あ

て

に
出

さ
れ

た

通

知
文
書

(文

大

大
第

二

四

四
号

)

『
外

国

人
留
学

生

の

一
般

教

育
等

履

修

の
特

例

に

つ

い
て
』

の
中

の

開
三
、

特

例

に
よ

る
科

目

設

置

に
当

た

っ
て

の
留

意

事

項
L

に

次

の
よ

う

な

制

定

が

あ

る
。

「
日
本

語

科

目

お
よ
び

日
本

事
情

に
関

す
る

科

目

(
以
下

日
本

語
科

目
等

と

い
う

)

を
置

き
、

こ
れ

を

開

設
す

る
場

合

、

い
く

つ

か

の
授

業

科

目

に

分

け

て
実

施

す

る

こ
と

が

で

き

る

も

の
と

す

る
。

た

と
之

ば

、

日
本
事

情

に
関
す

る
科

目
と
し

て
は
、

一
般

日

本
事

情

、

日
本

の
歴
史

お
よ

び
文

化
、

日
本

の
政

治
、

経
済

、

日

本

の

自

然

、

日
本

の

科

学

技

術

と

い

っ
た

も

の
が

考

之

ら

れ

る
。
」

(
以
下
省
略

)

こ
こ
で

は

「
日
本
事

情
」

と

い
う

こ
と
ば

の
定

着

を
図

る

と

同

時

に

「
日
本
事

情
」

と

い
う
も

の
に
対

す

る
文
部

省

の

一
つ
の
見

解
が

示

さ
れ

て

い
る

の
で

は

な

い
だ
ろ

う

か
。

す

な
わ

ち
文

部

省

は

こ
の

州
日
本
事

情

し
を

外

厨

ん
蟹
学

生

の
た

め

の

日
本

語
科

目

の
中

の

一
つ
と
し

て

い
る

こ
と
、
そ

し

て

,
日
本
事

情

L

科

目

の

内
容

と
L

て
、
①

一
般

日
本

事

情
、
②

日
本

の
歴

史

お
よ

び
文

化

(
人

文

科

学

分

野

)
、

③

日
本

の
政

治

、

経

済

(
社

会

科

学

分

野

)
、

④

日
本

の
自

然

、

日
本

の
科
学

技

術

(自

然

科
学

分
野

)

を

考

之

て

い
る

と

い
う

こ

と

で

あ

る
。

更

に
言

え

る

こ

と

は
、

馴
日
本
事

情

」

が

教

育

科

目

と

し

て
設

定

さ
れ

た

も

の
で

あ

っ

て
、
学

問

あ

る

い
は
研
究

の
領

域

と
し
て

は
当
時

も

現

在
も

確

立

さ
れ

て

い
な

い
と

い
う

こ
と
で
あ

ろ

う

(
二
)

、
日
本
事

情
[

教

育

の
意

義

と
目

標

大
学

等

に

お

い
て

は

「
日
本
事

情
」

い
う

科
目

は
、

少

な
く

と

も

数
年

前

ま
で

は

日
本

人
学

生

の
た
め

の
履

修
科

目

に

は
な

か

っ

た

も

の
で

あ
る

-

近
年

に
な

っ
て

そ
れ
が

日
本

人
学

生

の
履

修

が

可

能

に
な

っ
た

と
し

て
も
、

単

位

と
し

て

の
算

入
は

認

め

て

い
な

い
の
が

一
般

的
で

あ

る
.

し
た

が

っ
て

こ

の

一
日
本
事

情

L

の
科

目

は
外

国

人
留
学

生

の
た

め

の
日
本

理
解

の
授
業

と
L

て

は
適

切

な

科

目

で

あ

り

、

お
そ

ら

く

外

国

人
留

学

生

の
全

て

が

彼

ら

の

ニ
ー
ズ

と

と
も

に
高

い
関

心
を

示

す

科

目
で

あ

る

に
違

い
な

い
。

「
日
本

語
が

外

国
語

と
し

て
対
象

化

さ
れ
、

学

習

・
教

授

さ
れ

る

こ
ど
が

必
要

で

あ
る

よ
う

に
、

そ

の
背

景

と
し

て

の
日
本
文

化

…

…

…

及
び

文

化

の
前

提

と

な

っ
て

い
る

日
本

の
諸
事

象
」

癩
に

つ

い
て
、
外

国

人
で
あ

る

留
学

生

た

ち

に
異

文

化

と
し

て
対

象
化

さ

25s
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れ

、
学

習

さ
れ

る

こ
と
も

必
要

で
あ

る

と

の
基

本

的

認
識

が
教

授

者

に
も

学

習
者

に
も

徹
底

L

て

い
る

と
考

え
ら

れ

る
。

教

育
者

は
大
学

に
お
け

る
教

育

そ

の
も

の
が

「
人
間

教
育

」
で

あ

り

、
そ

の
究

極

的

目
標

は

人
間

と
そ

の
能

力

の
総

合

的
な

形
成

に
あ
る

と
考
.え
る
。

大
学

に

お
け
る
留

学

生

に
対

す

る

日
本

語
教

育

の
目
標

は
、

彼
ら

が

日
本
・の
大
学
で

行
う

学

習

及
び

研
究

活
動

が
円

滑

に
遂

行
で

き

る
よ

う
彼

ら

の
日
本

語

の
運

用

能
力

を
高

め

る

こ
と

に
あ

る
。

そ
し

て

さ
ら

に

日
本

語
教
育

に
お

け
る

「
日
本

事

情

」

教
育

の
目
標

は

酬
日
本

人
学

生

に
比
し

て
欠
け

て

い
る
、

あ

る

い
は
異

な

っ
て

い
る

言

語

以
外

の
文
化

的

知
識

。
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン
能
力
L

心
を

習

得

す

る

こ
と

に
あ

る

と
言

之

る
,

し

か

し

こ

こ
で

大
切

な

こ
と

は
、
外

国

人
留
学

生

た

ち

が
単

に

日
本

に

つ

い
て

の
知
識

や

技
術

を
得

る

だ
け

で

な
く

、

い
ろ

い
ろ

な
角

度

か
ら

日
本

の
社
会
、

文

化
あ

る

い
は
習
慣

を

批
判

的
、

か

つ
複

眼
的
精

神

を
持

っ
て
観
察

す

る

こ
と

に
よ

り
自

分

側

の
社
会
、

文

化
あ

る

い
は
習

慣
を

比

較
す

る
充

分

な
機

会
が
与

え
ら

れ

る
教
育

で
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
と

い
う

こ

と
て
あ

る

、
そ
う

す

れ
ば

、

日

本

の
事

象

・
文

化
等

を

積
極

的

に
よ
り

深
ー

理
解

し

よ
う

と
す

る

態
度

や

能

力
が

習
得

で

き
る

よ
う

に
な
り

、

さ
ら

に
ま
た

日
本

人

の
国

民

性

や
価

値
観

、
考

え

方

に
触

れ
、

そ
れ

ら
を

学

習
す

る

こ

と

に
よ
り

、

自
分

の
中

の
価
値

観

や
考

え
方

を

再

確
認

す
る

こ
ど

が

で

き

る

の
で
あ

る
。

教

授

者

の
適

切

な

指

導

に

加

え

て

こ

の

「
日
本
事

情
」

教
育

の
利

点
を

最

大
限

に
活
用

す

る

こ
と
が

で

き

れ

ば
、

異

文
化

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン

へ
の
橋

渡
し

的
役

割
を

果

た

す

こ
と

が

で

き

る

と

い
う

重

要

な

位

置

に
あ

る

も

の
と

い
之

る
。(三

)

幅
日
本
事

情

L

教
育

の
歴

史

と
現
状

「
日
本
事

情
」

教

育

を
そ

の
科
目

名

の
も

ど

に
実

施
し

て

い
る

大

学

関

係

機

関

(大

学

院

・
国

立

大
学

・
公

立

大

学

・
私

立

大

学
)

は
近

年

顕
著

な
増

加
傾

向
を

示
し

て

い
る

.
文

化
庁

国

語

課

が

昭

和
五

四
年

一
〇
月

現
在

で
行

っ
た
調

査

に
よ
る

と
、

日
本

語

教
育

を

実

施
し

て

い
る

大

学

関

係
機

関

-

大
学

院

(
四
)
、

国

立

大
学

(
二

八
)
、

私

立

大
学

(三

九
)

1
計

七

一
機

関

の
う

ち
授

業

科

目

と
し

て

…
日
本

事

情
L

を
掲

げ

て

い
る

機
関

は
、

大
学

院

(
○
)
、

国

立

大
学

(
八
)
、

私

立

大
学

(
八
)

の
計

一
六
機

関
で

あ

っ
た

。

六

年

後

の
昭

和

六

〇
年

一
〇
月

現

在

の
調

査

に
よ

る

と
、

日
本

語

教
育

を
実

施
し

て

い
る

大
学

関
係

機

関

-
計

一
五

九

機

関

1

の
う

ち
、

授
業

科

目

と
し

て

「
日
本

事

情
」

を
掲

げ

て

い

る

機
関

は

三

五
機

関

に
増

加
し

て

い
る
。

ま

た
最

新

の
実
態

調
査

(平
成

四
年

一

一
月

現
在

)

で

は
、

大
学

院
、

国

立

大
学
、

公

立

大
学

そ
し

て
私
立

大
学

に
お

け
る

合
計

三

六

一
機

関
が

日
本

語
教

育

を

実

施

し

て

お
り

、

「
日
本
事

情

教
育

を

実

施
」

て

い
多

、

あ

る

い
は

…
日
本
文

化

・
日
本
事

情

担
当
者

を
置

い
て

い
る
L

と

い
う

機

関

は
合
計

二

四
〇
機

関
余

り

に
も

達

し
急

激

に
増

加
L

て

い
る

こ
と
が
わ

か
る
。

祠
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こ
の
よ

う

に

一-日
本

事

情
L

教
育

に
対
す

る
気

運

の
高
ま

り

に

も

目
を

見

張

る

も

の
が

あ

る

が

、

そ

の
歴

史

は
ど

う

で

あ

ろ

う

か
,
留
学

生

教
育

の
中

の

ヨ
日
本

事

情
-L
と

い
う

科

目

は
昭
和

三

七
年

に
公
布

さ
れ
た

文

部

省
令

の
中

で

採
用

さ

れ

て

い
る
が

、

そ

の

二
年

前

の
昭

和

三

五
年

の
留
学

生

教
育

制

度

而
の
改

正

の
時

に

す
で

に
用

い
ら
れ

始

め

た
そ

う
で

あ
る

、

以
来

三

〇
年

余
り

経

た

現
在
、

、白

本
事

情

L
科

目
を

設
置
す

る

大
学

等

に

つ

い
て

は
右

に
見

た

と
お
り

で
あ

る

が
、

一
日
本
事

情

教

育
i

の
枠

で

配
置

さ

れ

て

い
る

教
員

も

現
在

で

は
全

国

で
百

数
十

名

い
る

ど

の
こ
と
で

あ

る
、

昭

和
三

五
年

当
時

の
文

部

省

か
ら

の

日
本

事
情

」
教
育

に
対

し

て

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

は

[
日
本

文
化

概

論

と
か

,日
本

近

代

史

概
説
-」
と

い
う

よ

う

な
科

目

の
例

示
が

あ

り
、

而
日
本

史
専

門

の
教
師

な
ど

が

百
]
本

事
情

」
科

目
を

担
当

し

て

お
り

、

授
業

の
内

容
も

実

際

に

は

日
本

の
地
理

や
歴

史

な
ど

、
基

礎

的

知
識
を

提
供
す

る
も

の
ば

か
り

で
あ

っ
た
そ

う
で

あ

る
、

ま

た

日
本

で

の

入
浴
法
や
買

い
物

の
仕

方
等

の
生

活
案

内

的

な
も

の
や

生

活
指

導

的

知
識

の
提

供
も

主

な
授

業
内

容

の

一
つ
で

あ

り
、

そ
れ

も

同
じ

教
師

が

行

っ
て

い
た

と

い
う

、

そ

の
後
も

日
本

語
教

育

と

の
関

係
で

は
先

に
例

示

さ
れ

た
よ
う

な
文

化
論

や
歴

史

概
説

科

目

の
講

義

の
無

意

味

さ
、
専

攻
外

学

生

の
そ
れ

に
対
す

る

興
味

・
関

心
の
減

少
、

大
学

で

の
教
授

科

目
内

へ
の
生

活
指
導

項

目

採
用

の
不
適

切
性
等

が

表

出
す

る

な
ど

し

て

,日
本

事
情

教

育

の
内
容

や
捉

え

方

に
対

す

る
問

題

は
少

な

か

ら

ず
存

在

し

て

い
た

よ
う

で
あ

る

,

長

き

に
わ

た

る
留
学

生

教
育

の
中
で

「
日
本

語
[

に

つ

い
て
は

そ

の
普

及
、

内

容

及
び
教

授

法
、

教
材

に
至

る
ま

で

さ
ま
ざ

ま
な

改
善

が

試

み
ら

れ

て

き
た
が

、

こ

の

、
日
本
事

情
[

に

つ

い
て

は

過

去

に

表

明

さ

れ

た
問

題

点

の
整

理

・
解

決

策

の
み

な

ら

ず

、

「
日
本

事

情

`
教

育

の
あ
り

方

や
将

来

へ
の
方

向

づ
け
を

検

討
す

る
た

め

の
努

力

も
充

分

だ

っ
た

と
は
言

え
な

い
,
加
え

て

日
本

語

教
師

の
間

で

も

、

-
日
本

事

情
[

教
育

は
そ

の
捉

.え
方

の
難
し

さ

や
問

題

点

の
多

さ

か
ら

日
本

語

教
育

の
中

の

"盲

点
"

で

あ

る

こ

と
を
充

分
承

知
し

て

い
な
が

ら

避

け

て
通

っ
て
き
た

こ
と
を

認

め

ざ

る

を
得

な

い
の
で

あ
る

、
し

た

が

っ
て
そ

の
道

の
専

門

家

も
思

う
よ

う

に
育

ち

に
く

く
、

-
日
本

事
情

-

教
育

の
方

法

の
蓄

積
が

貧
し

い
ま

ま
今

日
に
至

っ
て

い
る

の
が

現
状

の
よ

う
で

あ

る

,
し

か

し
そ

れ

で
も

な
お
、

現
実

に
は
多

く

の
大
学

で

方

向
が

は

っ
き

り

し

な

い
ま

ま
、

ま

た

明
理
念

」
が

存

在
し

な

い
ま
ま
、

]
日
本

事

情

L
教

育

が

行
わ

れ

て

い
る

の
で

あ
る

、

な
ぜ

こ

の
よ
う

な
状
態

に
未

だ

に
陥

っ
て

い
る

か

と

い
う

根

本

的

な

理

由

は

、

前

出

の
定

義

の
中

の
冒

頭

で

も

述

べ

た

よ

う

に

「
日
本
事

情

に
対
す

る
捉

え

方
が

教

師

に
よ
り

そ
れ

ぞ

れ
異

な

り
、

ま

た

日
本

語

教

育

実

施
機

関

の
事

情

や

方

針

に

よ

っ
て
も

「
日
本
事

情

[

科

目

の
扱

い
方

・
指

導

方

法
が

多
様

で

あ
る

こ
と

と
、

そ

の
裏

返

し

と
」

て
言

え
ば

、
内

容

や
捉

之
方

に
関

L

て
共
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通

の

コ
ン
セ

ン
サ

ス
が

得
ら

れ

て

い
な
か

っ
た

こ
と

に
あ

ろ
う

。

そ

の
原

因

あ
る

い
は
理

由

と
し

て
挙

げ
ら

れ

る

こ
と

の
幾

つ
か

は

次

の
と
お
り

で

あ
る
。

一
、
発

足

当
時

よ
り

何
を

教

之

る
科

目

で
あ
る

か
に

つ

い
て

の

理
念

が

確

立
し

て

い
な
か

っ
た

こ
と
.弼

二
、

関
係

者

の
継

続

的

な
理
念

作

り

へ
の
努

力
や

自
覚

が

足

り

な
か

っ
た

こ
と

唱

三

、
ど

う

教
授

す

る

か
と

い
う

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
や

ガ
イ

ド

ラ
イ

ン
が
皆

無

に
等

L

か

っ
た

こ
と

四
、

日
本

語
教
師

・
専

門

分
野

教
師

相

互
闇

で
教

授

領

域

不
可

侵

の
よ
う

な

配
慮

が
暗

黙

の
う

ち

に

な
さ
れ

て

い
た

こ
ご

五
、

留
学

生

の
限
ら

れ

た
滞

日
期
間
を

考

え
、

日
本

語
教
育

の

現
場

で

は

「
日
本

語
」

の
運

用
能

力

の
向
上
を

最
優

先

さ

せ
、

「
日
本
事

情

」

は
常

に
付

随

的

に
扱
わ

れ

て

い
た

こ

と

六
、

現
在

で
も

「
日
本
事

情
」

が

正
式

の
大
学
受

験

科

目
に
な

い
た

め
、
予

備

校

へ
日
本

語
学

校
等

)
で

も
付

け

足

し
的

に
教

授

し

て

い
る

こ
と

七

、

「
日

本

語

教

育

能

力

検

定

試

験

』

の
中

で
も

日
本

事

情
[

は
出

題
範

囲

と
し

て

は
大
項

目

の
中

の

一
つ
で

あ

る

に
も

か
か
わ

ら
ず

そ

の
占

め
る

位
置

は
驚

ー

ほ
ど
軽

い
こ

と
畑

な
ど

で
あ

る

以
上

右

に
述

べ
た
事

柄

は
、

「
日
本

事
情
」

と

い
う
科

目

の
開

設
機

関

数

の
著

し

い
増

加
に

比

べ
、

そ

の
教

育

内
容
が

遅

々
と
し

て
進

ま

な

い
原

因
あ

る

い
は
理

由

と
な

る
も

の
で
あ
る

が

、

「
日

本

事

情
」

教

育

の
現
場

で

は

こ
れ

ら

は
ま

さ

に

現
状

の
問

題

点

と

も

言

え

る
も

の
で

あ

る

ー
そ

の
問

題
を
解

決

す

べ
ー

昨
年

あ

る

フ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
グ

ル
ー

フ
が
文

部

省

の
科
学

研
究
費

を
得

て
全
国

の

大
学

.
高
等

専

門
学

校
等

て

,-日
本

事
情

　

に

関
し

て
ど
ん

な

こ

と
を

教

え

て

い
る

か

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

L
た

そ
う

で

あ

る

か
ら

、

-
日
本
事

情

教

育

の
あ

り
方

の
規
定

・
は
出

な

い
ま
で

も

、
実

態

を
把

握

し
そ

の
報

告

を

世

に
提

供
す

る

こ
と
で

、
各

方

面
か
ら

の
適

切
な
あ

る

い
は
斬

新

な
反
応

も
多

々
得
ら

れ

る

こ
と

を
期

待

す
る

も

の
で

あ

る
.

(注

)

1

小

林

悦

夫

一-中

国

帰

国

者

に

対

す

る

日
本

事

情

の
指

導

L

「
日
本

麺
叩
教
・育
卜

山
ハ
五
ロ万

一
九

八
八
年

七

四

へ
1

一ン

乞

金

本

節

子

-
日
本

語

教

育

に

お
け

る

日
本

文

化

の
教

授

」

『
[口
本

鍾
叩
教
育
u」

六

五
口下

一
九

八
八
年

二

へ
ー
∴
ン

3

水
谷

修

「
日
本

事

情

と

は
何

か
-

,
言

語
』

一
九
九

〇
年

一
〇
月

二
五

へ
ー

ジ

4

羽
国
内

の
日
本
・語
教

育
機

関

の
概
要

』
文

化

庁

昭

和

五

四

年

度

(昭

和

五

六
年

発

行

)
、

昭

和

六

〇
年

度

(昭

和

六

二
年

発
行

)
、

平
成

四
年

度

(平
成

五
年

発
行
)
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な
お
平

成

四
年

度
資

料

に

つ

い
て
は
文

化
庁

国

語

課

の
実

態

調
査

表

を
閲

覧

さ

せ

て
頂
き

、
筆

者

の
責

任

に

お

い
て
集

計

し

た

。

「
日
本

事

情
」

を

科

目

と
し

て
掲
げ

て

い
な

い
大
学

機

関

で
も

種

々
の
科

目
名

の
も

と
に
事

情
教
育

あ
る

い
は
事

情
的

な

内

容

の
授
業

を
行

っ
て

い
る

よ
う

で

あ
る
。

5

水
谷

修

『
山ニロ
麺
四』

ニ

ニ

へ
・i
一ン

国
費

留
学

生

の
予

備

教
育

に
関
す

る
制

度

で
、

そ

れ
ま

で

は

一
年
間

の
み

の

「予

備

教
育

課
程
[

で

日
本

語

の
教

育
が

中

心

で

あ

っ
た
が

、

昭
和

三

五
年

か
ら

は
文

科
系

、

理
科

系

の

二

つ

に
分
け
、

「
留
学

生

課

程
」

と
し

て
三
年
間

で

日
本

語

及
び

一

般

教
育

、

専

門

予

備

教

育

を

行

う

も

の
で

あ

り

、

そ

の
中

に

「
日
本
事

情
」

と

い
う

科

目
が

必
修
と

し

て
設
定

さ
れ

た

、
L

か
し

、

そ

の
後
間

も

な
く

こ

の
制

度

は
廃

止

さ
れ
、

再

び

一
年

間

の
予
備

教

育

の
制

度

に
戻

っ
た
,

ば

ε

、

乳
、

&

水

谷
修

『
言

語
』

一
九
九

〇
年

一
〇
月

ニ

ニ

ベ
ー
∴
ン
～
-
二
七

へ
ー

"ン

9

『
日
本

語
教
育

能

力
検

定
模

擬

試
験
問

題
』
合

冊

版

(第

一

回
～

第

三

回
)

東

京

国
際

教
育

研
修

所

一
九

九

〇
年

実

際

の
試
験

問

題

は
非

公

開

と

な

っ
て

い
る

た

め
、
受

験

経

験

者

、

「
傾

向

と
対

策

」
集

及
び
学

会
誌

等

か

ら

の
情
報

に
よ

る
。

四

「
日
本
事
情
」
教
育

の
捉
え
方

と
教
授
形
態

-

「
日
本
事
情
」
科
目
と
関
連

さ
せ
て

(
一
)
捉
之
方

の
多
様
性

に

つ
い
て

外

国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育

に
お

い
て

の

「
日
本

事
情
」
教
育
は
、
ど
ん

な
内
容
を
も

っ
て

「
日
本
事
情
」

と
見
徴

し
、
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
か
は
実

に
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
極

め
る

の
は
容
易
な
作
業
で
は
な

い
。
ま
た
た
と
之

「
日
本
語
」
学

習

と
の
関
連
に
お

い
て
画
然
と
し
た
区
別
が
机
上
で
で
き
た
と
し

て
も
、
そ
れ
を
実
践

の
場

に
反
映
し
よ
う
と
す
れ
ば
そ

の
教
科

の

内
容
や
方
法

に
お

い
て
だ
け
で
な
く
、
適

切
な
教
授
者

の
選
考
か

ら
受
講
者
数

に
至
る
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
噴
出
す
る

で
あ
ろ
う

こ
と
は
予

測
す
る
に
難
く
な

い
。

こ
こ
で
は
ま
ず

日
本

語
教
育
に
お
け
る

「
日
本
事
情
」

教
育
を
そ

の
教
科
内
容

の
観
点

か
ら
大
き
く
次

の
三

つ
に
分
け
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
与

・え
る
し

1皿H

「
日
本

語
」

学

習

の
中

で

の

画
日
本
事

情

L

独
立

L
た

科

目

と
し

て

の

一
日
本
事

情
L

「
日
本
事

情

」

の
中

で

の

「
日
本

語
」
学

習

1

「
日
本

語
」

学

習

の
中

で

の

「
日
本
事

情
」

こ
こ
で
は

一
日
本

語
L

と

一
体

の
も

の
と
し

て
語
学

学

習

の
中

で
行

わ

れ
る

「
日
本
事

情

」

教
授

を
言

い
、
外

国

人
留
学

生

の
日

2so
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本

語
の
運
用
力
を
高
め
る
目
的

に

「
日
本
事
情
」
を
従
属

さ
せ
て

位
置
づ
け
た
も

の
で
あ
る
⇔

こ
れ
は
言
葉
と
文
化

の
必
然
的
結
び

つ
き
か
ら
見
た
捉
之
方
で

あ

っ
て
、

こ
こ
で
は
ま
ず

日
本

語
と

い
う
言
語
を
出
発
点
と
し
、

そ

の
日
本

語
を
学
ぶ
過
程
で

日
本

の
社
会
及
び
文
化

に
関
す
る
知

識
を
教
授
す
る
と

い
う

こ
と
に
重
点
を
置
ー
。

予
備
校

(
日
本
語
学
校
等
)

で
大
学
受
験

の
た

め
に
言
語
的
側

面
だ
け

に
重
点
を

お

い
て
学
ん
で
き
た
で
あ
ろ
う
外
国

人
留
学
生

に
と

っ
て
は
日
本
事
情
を
知
る
た
め
に
日
本
語
を
学
習
す
る

と

い

う

こ
の
や
り
方
で
言
葉

と
文
化
を
深
ー
結
び

つ
け

て
教
授
さ
れ
あ

る

い
は
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
効
果
的
な
手
段
で
あ
り
、
同
時
に
習

得
し
や
す

い
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
大
学
等

に
お

い
て

一
般
教
育
科
目

の
範
疇
で
扱

わ
れ
る
べ
き
内
容

と
し

て
は
社
会
生
活
上
に
お
け
る

一
般
的
な

日

本

の
事
情
、
あ
る

い
は
純
粋
な
専
門
領
域
に
属
す
る
よ
う
な
内
容

で
は
な
く
、

日
本
語
教
育

に
深
ー
結
び

つ
い
た

[
日
本
事
情
」
で

あ
る

こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

H

独

立
し

た
科

目

ど
し

て

の

「
日
本

事
情

…

こ

こ
で

は

叫
日
本
事

情

臨
と

い
う

独

立
し

た
科

目

と
し

て

「
日

本

語
」
学

習

と
は

切
り

離
し

て

設
置

し
、

日
本

の
事

象

に
関
す

る

知
識

の
教

授

を

行
う
,

外

国

人
留
学

生

に
対

し

日
本

人
や

日
本

の

社
会

.
文

化

に

つ

い
て
よ

り
深

い
知
識

を
与

え

る

た

め
、

日
本

そ

の
も

の
に
関
す
る
知
識

の
教
授
に
重
点
を
置

い
て
捉
之
る
。

し
た
が

っ
て
教
授
者

は
外
国
人
留
学
生
が

一
分
野
だ
け
に
偏
ら

ず
多
面
的
な
も

の
の
見
方
が
で
き
、
広

い
視
野
を
持

っ
て
学
習
で

き
る
よ
う
指
導
し
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
特
に
彼
ら
が
獲
得
す
る

¶
知
識
L

の
段
階
か
ら
更

に
は
経
験

に
基
づ

い
た
生
き
方

の

「
知

恵
」

に
ま
で
も
昇
華
-で
き
る
よ
う

に
と
の
使
命
感
を
抱
く
教
授
者

に
ど

っ
て
は
多

大
な
努
力
が

必
要
で
あ
る

.

し
か
し
現
実
的
に
は
こ
こ
で

の
学
習
が
す
べ
て
日
本
語
で
行
わ

れ
る
場
合
、
外
国
人
留
学
生

の
語
学
力
不
足
や
個

々
人
の
能
力

の

ば

ら

つ
き
等

か
ら

満
足

な
学
習

効
果
が
得
ら

れ
る

と
は
限
ら

な

い
。

皿

{
日
本
事
情
L

の
中

で

の

「
日
本

語
」
学
習

こ
こ
で
は

「
日
本
事
情
」

の
中
で
文
化
的
側
面
を
重
視
し
な
が

ら

の

¶
日
本
語
L
教
授
を
行
う

。
こ
れ
は
前
出

の

一
、
と
は
逆
に

日
本
人

の
考
之
方
や
価
値
観
等
あ
る

い
は

日
本

の
文
化

。
社
会

に

つ
い
て

の
特

徴
的
な
事
柄
を
出
発
点

と
し
て
語
学

の
領
域

に
入
る

捉

之
方
で
あ
る
、

L
た
が

っ
て
主
眼
は

「
日
本
事
情
」
教
育

で
あ

っ
て
か
な
り
専

門

的
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、

こ
の
学

習
活
動

の
展
開

が
語
学
力

の
定
着

に

つ
な
が
れ
ば
、
相
乗

効
果
も
か
な
り
期
待
で

き
る
わ
け
で
あ
る
Q
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以

上

三

つ
の
捉

え

方

の
う

ち

、

…-捉

之

方

1

[

に
関

し

て

は

H
言
葉

は
文

化

そ

の
も

の
で

あ
り

事

情
を

抜

き

に
し

て
語
学

の
教

育

は

成

り

立
た

な

い
」
組
と

い
う

理
念

と
と
も

に
、

大
学

へ
の
入

学

後

も
引

き

続
き

日
本

語

の
学

習
が

で

き
る

こ
と
を

多
く

の
外

国

人
留

学
生

が

期
待

し

て

い
る
実

情
を

考

慮
す

れ
ば

、

留
学

生
受

け

入
れ

を
実

施

L

て

い
る

大
学

で

は

-
日
本
事

情

L
の
呼

称
を

用

い

ず

と
も

、

あ

る

い
は

確

固

た

る

"理

念

"

が

な

く

と
も

「
日
本

語
」

学

習

の
中

で

の

[
日
本
事

情
[

教

育

は
ほ

と
ん

ど

の
場

合

、

卵

函

た
蟹
単

生

に
対

し

田
本

語

教
師

に
よ
り

a
本

語
を

使
用

し

て

行

わ

れ

て

い
る

の
で
あ

る

、

な

お

…
捉

之
方

川
L

に
関
し

て
は
、

現
実

に
は

こ
の
実

例

を

概

観
す

る
資

料

は

現
在

の
と

こ
ろ

筆
者

の
手

元

に

は
な

い
た

め
ま

た

の
機

会

に
考
察

を

ゆ
ず

る

、
」と

と
す

る

(
二
)
教

授

形
態

に

つ

い
て

筆
者

は

こ

の
項

で

-
捉

え
方

H
L

の

h
独

立

し
た

科

目

と
し

て

の

∵
日
本

事

情

一』

に
焦

点

を

絞

り

、

こ

の
捉

え

方

に
関

し

て

の

教

授

形
態

を

次

の
よ

う

に

四

つ
の
視
点

か
ら

細
分

化
し

、
各

項

目

に

つ
き
解

説
を

加
え

て

い
く

、
そ
れ

に
よ

り

一
日
本
事

情
[

教

育

を

実

践

の
場

で

効

果

的

に

反

映
す

る

た

め

の
手

が

か

り

と

し

た

い

。

A

担
当
教
授
者

に
関
す
る
視
点

か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、

日
本
語
教
師

に
よ
る
担
当

二
、

日
本
語
教
師

以
外

の
教
授
者

に
よ
る
担
当

B

使
用
媒
介

語
に
関
す
る
視
点
か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、

日
本
語
使
用

に
よ
る
教
授

二
、

日
本
語

以
外

の
媒
介
語
使
用

に
よ
る
教
授

C

対
象
学
習
者

に
関
す
る
視
点
か
ら
捉
之
た
教
授
形
態

一
、
外
国
人
留
学
生
だ
け

の
ク
ラ
ス

ニ
、

日
本
人
学
生
と
の
合
同
ク
ラ
ス

D

授
業
方
法
に
関
す
る
視
点
か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、
教
師
主
導

に
よ
る
学
習
活
動

二
、
学
習
者

主
体

の
学
習
活
動

以
上
、

こ

こ
に
提

示
し

た
教

授

形
態

に

つ

い
て
、

現
場

の
教
師

・
研
究
資

料

・
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ズ

ム
等

か
ら

の
情

報
あ

る

い
は
筆

者

の
考

え
得

る

見

地

に
基

づ
き

次

に
考

察

し

て
み

る

口

A

担
当
教
授
者

に
関
す
る
視
点

か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、

日
本
語
教
師

に
よ
る
担
当

外
国
人
留
学
生
を

日
頃
よ
り
担
当
L

て

い
る

日
本
語
教
師
は
、

語
学

と
し
て
の
日
本
語
に
限
ら
ず

日
本

の
文
化

.
社
会
に
関
す
る

知
識

の
伝
達

に
も

他
の
教
授
者

に
比
べ
そ

の
役
割
を
果
た
す

の
に

一
番
近

い
位
置

に

い
る
と
考
之
ら
れ
る
.
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文

化
庁

の
調
査

に
よ
る

『
教
員

の
最

終
学

歴

の
専

攻
匹

(平
成

四
年
度

)
を

見

る

と
、

国

語

・
国
文

学
を

専

攻
し

た
教

員

か
ら

英

語

.
英

文
学

、

そ

の
他

の
文
系

、

そ

し

て
文
系

以
外

の
種

々

の
分

野

に
至

る

ま
で

日
本

語
教

師

の
背

景

は
広
範

囲

に

及
ん

で

い
る

一
日
本
事

情

t
を

教

授
す

る
た

め

に
も

各
自

が

日
本

語

の
他

に
得

意

分

野
あ

る

い
は
準

専

門

分
野

を
持

ち

、

「ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

・

ア

ン
ド

.
ス

ヘ
シ

ャ
リ

ス
ト

ど
し

て

の
教
育

活

動
を

行

う

こ
と

は
外

国

人
留
学

生

の

ニ
ー
ズ

の
多

様
化

、

興
味
-範

囲

の
拡

大
が
見

ら

れ

る
昨

A
フ
、

日
本

語
教
師

に
期
待

さ
れ

て

い
る
資

質

の

一
部

で

あ

る

と
考

之

て
も

過
言

で

は
な

い
の
で
あ

る

目

二
、

日
本

語
教
師

以
外

の
教

授
者

に
よ
る

担
当

文

化
庁

の
実

態

調
査

表

(平

成

四
年

度
)

の

「
日
本
文

化

・
日

本

事

情

担

当
責

任
者

』

の
欄
を

繰

っ
て
み
る

と
、

覗
日
本

語
教

師

以
外

に
専

門

分

野

(人
文
科
学

系

、

社
会

科
学

系

、
自

然

科
学
系

等
)

の
教

授
者

、

カ
ウ

ン
セ
ラ

ー
、
学

生

部
長

、
留
学

生

担
当

課

長

、

留
学

セ

ン
タ

ー
長

、

教
務

課
長

等

が

名
を
連

ね
て

い
る
が

、

こ

の
項
で

は

日
本

語

以
外

の
専
門

分

野

教
授
者

の
担
当

に
よ

る
教

授

形
態

と
捉

え

る

こ
と

に
す

る

さ

て
、

こ

こ
で

の
教

授
者

は

,
日
本
事

情

」
科

目
を

担
当

す

る

わ

け

で
あ

る

が
、

右

に
挙

げ

た
歴

史

・
人
文

・
そ

の
他

日
本

に

関

す

る

領
域

の
専

門

家
が

複

数

お
り
、

交

代
で

行
う

教

授

形
態

と

な

る

こ
と
が
多

い
、
外

人
留

学

生

に

と

っ
て

は
多

く

の
専

門

分
野

の

教
授
者

に
身

近

に

接
す
る

こ
と
が

で

き
、
内

容

と
し

て
も

広
範

囲

な

知
識

が
得

ら
れ

る

と
同

時

に
さ
ま
ざ

ま

な
領

域

の
語
彙

や
表

現

等

が

理
解

で

き
る

よ
う

に
な

る
一

ま

た
前

出

の
文
部

省

令

(文

大

大
第

二

四

四
号

)

の
中

の
留
意

事

項

に
謳
わ

れ

て

い
る

.

,
…

…
授

業
科

目

は

大
学

教

育

の
水
準

に
応

じ

た
内
容

を

有

す
る

こ

と
を

要

し
、

…
…

授
業

科

目

の
内

容

に

つ

い
て

は

日
本

人
学

生

に

対
す

る

一
般

教
育

科

目

の
趣

旨

と
同

様

の
教

育

的
意

図
を

実

現

で
き

る

よ
う
留
意

す

る

と
ど
も

に
、

…

…
在

学

す

る
学
部

の
専

攻
分

野

に
応

じ
た
基

礎

知

識
も

あ
わ

せ
て

学

習

し

得

る

よ

う

配
慮

す

る

こ

と
[

に

照
ら

し

合

わ

せ

て
み

て

も

、

レ

ベ
ル

・
内
容

と
も

に
遜

色

は
な

い
は
ず

で
あ

る

,

し

か
し

現
実

的

に

は
、

講

義
内

容

の
決
定

に

は
担

当
教

授
者

の

専

門

が
優

先

さ
れ

て
し

ま
う

傾

向
が

あ

る

の
で

、

こ

の
教
授

形
態

は
適

切

な
計

画

の
上

に
実

施

さ
れ

な

い
と

一
つ
の
授
業

と
し

て

の

統

一
性
を

欠
く

こ
と

に
な
り

兼

ね

な

い
し
、
専

門

分

野

の
教
授
者

の
外
国

人
留
学

生

の
語
学

レ

ベ
ル

の
実
態

に
対

す

る

認
識

不
足
等

か
ら

話

し
方

の

ス
ピ
ー
ド

や

内
容

の
盛

り

込
み

方

に
お

い
て

一
方

的

な
講

義

形
式

に
陥

り
が

ち

に
な

っ
て
し

ま
う

こ
と
が
最

大

の
欠

点

で

あ

る

、

B

使
用
媒
介
語
に
関
す
る
視
点

か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、

日
本

語
使
用

に
よ
る
教
授
形
態

こ
の
教
授
形
態
は
対
象
者
が

日
本
語
学
習
者

な

の
で
、

日
本
語

を
使
用
L
て
行
う

こ
と
が
望
ま
L

い
と

い
う
見
解

か
ら

か
、
あ
る
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い
は
教
授
者

の
語
学

の
問

題
か
ら
か
は
定

か
で
は
な

い
..

い
つ
れ

に
し
て
も
教
授
形
態
と
し
て
は
ご
く
自
然
で
あ
り
理
想
的
な
形
態

と
言
之
る

、

外
国

人
留
学
生

の
日
本
語
能
カ
レ
ベ
ル
に
も
よ
る
が
、
あ
く
ま

で
も

日
本
語
を
使
用

L
、
彼
ら

の
文
化
的
背
景

と
日
本

人
の
そ
れ

と
を
常

に
客
観
的
に
比
較
対
照
さ
せ
、

日
本

人
の
思
想
や
意
識
構

造
、

風
俗
習
慣
、
生
活
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
も

の

で
あ
る
。

二
、

日
本
語

以
外

の
媒
介
語
使
用
に
よ
る
教
授

外
国
人
留
学
生
た
ち

の
そ
れ
ぞ
れ

の
母
語
に
よ
り
教
授
す
る

こ

と
は
現
実
的
に
は
実
施
し

に
く
く
、

日
本
語
以
外

の
媒
介
語
で
授

業
を
行

っ
て

い
る
ほ
と
ん
ど

の
機
関
で
は
英
語
に
よ
る
教
授
形
態

を
採
用

し
て

い
る

と
考
之
ら
れ
る
。
現
状
で
は
大
学

の
外
国
語
学

部

に
お

い
て
行
わ
れ
て
お
り
、

叫
日
本
事
情
L

の
科
目
名
も
英
語

で
掲
げ

て

い
る
よ
う
で
あ
る
一、

こ
こ
で
は
当
然

日
本
語
が
不
充
分
な
学
習
者

と
か

「
日
本

語
」

学
習
を
課
し
て

い
な

い
機
関

の
学
習
者

を
対
象
に
行
わ
れ
る
授
業

で
あ
る
が
、
概
念

と
し
て
学
習
で
き
て
も
日
本
語
に
よ
る
理
解
は

決
し

て
求
め
ら
れ
な

い
。
授
業

は
ど
う
L
て
も
平
面
的
な
知
識

の

提
供
に
終
わ

っ
て
し
ま

い
、
表
面
的
な
理
解

以
上

の
も

の
が
得
ら

れ

る

と
は
考
え
ら

れ
な

い
。

あ
る
学

生

の
談
話

か
叙
述

の
中
で

i
英
語
が
母
語
で
な

い
学
習
者

に
と

っ
て
は
、
た
と
え
英
語
が
堪

能
で
あ

っ
て
も
英
語
で

の
理
解
に
と
ど
ま

っ
て
し
ま
う
L

と
聞

い

た

こ
と
が
あ
る
。
体
験
学
習
等
を
盛
り

込
ん
だ
教
授
形
態
が
実

施

さ
れ
な

い
限
り
、
講
義

形
式

の
教
室
学
習
ば
か
り
で
あ

っ
た
ら
教

授
者

・
学
習
者

双
方

に
と

っ
て
も
何
や
ら

孤
独
な
授
業
風
景
が
想

像
で
き
そ
う
で
あ
る
。

C

対
象
学
習
者

に
関
す
る
視
点

か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

ド
、
外
国
人
学
生
だ
け

の
ク
ラ
ス

こ
れ
は
大
学

の

一
般
教
育
科

目
授
業

に
比
べ
少
人
数
で
行
わ
れ

る
た

め
、
教

授
者

側

か
ら

の
対
応

は
よ

り
キ
メ
細

か
に
で
き

、
へ

や
あ

個

々
の
学
習
者

と
身
近

に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
と

い
う
利
占
川力

あ
る
。

日
本
語
運
用

の

ハ
ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ
プ
あ
る

い
は
日
本

人
及

び

日
本

の
文
化
に
関
す
る
知
識

に
お

い
て
習
得
途
上
に
あ
る
学
習

者
た
ち
が
あ
ま
り
抵
抗
感
も
な
く
伸
び
や
か
に
質
疑
応
答
や
討
議

・
討
論
を
す
る

こ
と
で
異
文
化
を
客
観
的

に
捉
之
る
こ
と
が
で
き

る
。し
か
し
あ
ま
り
彼
ら

の
意

向
や

ニ
ー
ズ
を
強
く
反
映
し
た
内
容

を

進
め
て

い
く

こ
と
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
、
講
義

形
式
を
疎
か
に

す
る
と
本
当

に
必
要
な
情
報
や
知
識
が
充
分
に
提
供
で
き
な
く
な

㌦
、

「
大
学
教
育

の
水
準

に
応
じ
た
内
容
」

と

い
う
観
点
か
ら
は

は
ず
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
の
形
態
は
内
容
が

日
本
語
以
外

の
専
門
分
野

と
限

っ
た
場
合

に
は
前
出

の

「
教
授
形
態
A

二
、
」

の

『
日
本
語
教
師

以
外

の
教

授
者

に
よ
る
担
当
」

の
教
授
形
態

と
重
複
す
る

こ
と
が
多

い
。

264



国 際11フ ォー ラ ムNo.5

二
、

日
本

人
学

生

と

の
合

同

ク
ラ

ス

こ

の
教

授

形
態

は
異

文

化
間
交

流

の
視
点

か
ら

も

次
第

に

注

目

さ

れ

て

き

て

い
る

も

の
で

あ

り

、

大

き

な
特

長

と
し

て

は

、

異

な

っ
た
文

化
背

景

を

持

つ
者

同

士
が

お
互

い
の
視
点

・
価
値

観

・

国
民

性
等

の
相

違
点

あ
る

い
は
共
通

点

を

批
判

的

に
か

つ
複

眼

的

に
眺

め
、

ま

た
教

室

と

い
う

学

習

の
現
場

で

日
本

に
関
し

て

の
知

識

を
学

び

、
理

解

を
分

か
ち

合

い
、

還
元

し
合

う

と

い
う

こ
と
が

挙
げ

ら

れ

る
。

そ

の
た

め
に

は

日
本

人
学

生

・
外

国

人
留
学

生

双
方

の
積

極

的

な

日
本

語

に
よ

る

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
が
介

在

し

な
け

れ
ば

成

り

立

た

な

い
も

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
内

容

の
教
授

形
態

は
筆

者

が

所
属

す

る

機

関

で

は

【
異

文

化

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
L
、

「
日
本

文

化

論
」
、

㎜
ア

ジ

ア
圏
事

情

」

等

の
科

目

の
も

と

に
実

施
さ
れ

て

い
る

は
ず
で

あ

る
。

し

か
し

こ

の
よ
う

な

「
日
本
事

情
」

科

目

の
合

同

ク
ラ

ス
と
し

て

の
実

数

は

現
在

の
と

こ
ろ
非
常

に

少

な
く

、

教
授
者

の
受

講
者

へ
の

配
慮

に

つ

い
て
は
部
外

者

に
は
想

像
L

難

い
苦

労
が

あ

る

と

聞

く
。

D

授
業
方
法
に
関
す
る
視
点
か
ら
捉
え
た
教
授
形
態

一
、
教
師
主
導

に
よ
る
学
習
活
動

こ
こ
で

の
教
授
形
態

は
主
と
し
て
講
義

形
式

と

い
う

こ
と
に
な

ろ
う
り

授
業

に
お
け
る
知
的
レ
ベ
ル
を
常

に
維
持
し
、
更

に
は
自
分

の

持

っ
て

い
る
知
識
や
教
材

の
内
容
を

効
率

よ
く
学
習
活
動

の
な
か

に
盛
り

込
も
う
と

い
う
意
気

込
み

の
あ
る
教
授
者

の
場
合
に
多
用

さ
れ
る
形
態

の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
現
実
的
に
は
教
授
者

に
よ
る

一
方
通
行

の
授
業
に
な
り

や
す

い
の
で
、
外
国
人
留
学
生

の
持

つ
文
化
を
背
景

に
し

つ
つ
、

日
本

の
問
題
を
提
供
し
、

日
本

と
は
日
本

人
と
は
何
か
と

い
う

こ

と
を

さ
ま
ざ

ま
に
彼
ら
に
考
之
さ
せ
る
方
向
に
持

っ
て

い
か
な
け

れ
ば
学

習
効
果
は
上
が
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
教
授
者

は
時
に

応
じ
学
習
者

の
理
解
状
況
や
学
習
過
程
を
観
察
し
な
が
ら
柔
軟

な

視
点
で
授
業
を
進
行
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
、

こ
の
教
授
形
態

に
関
し
て
筆
者
を
驚

か
せ
た

の
は
、
ア
ジ
ア
圏

か
ら

の
留
学
生

の
多
く
は
母
国
で
講
義
形
式
に
よ
る
学
習
を
経
て

き
て
お
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
授
業
方
法
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼

ら

に
と

っ
て
は
最
も
望
ま
し

い
形
態

の

一
つ
で
あ
る
と

い
う
事
実

で
あ
る
。

二
、
学
習
者
主
体

の
学

習
活
動

こ
こ
で

の
教
授
形
態

は
主
と
し
て
討
議
形
式
と
ゼ
三
形
式
だ
と

÷
ロ.之
よ
う
。
学
習
者

は
時
に
は
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
ワ
ー
ク
を
行

い

発
表
を
も
実

施
す
る
。

こ
こ
で
は
学

習
者

の

ニ
ー
ズ
、
興
味
、
意

欲
を
大
切
に
し
た
も

の
で
学
習
者
中

心
と
ま
で
は
行

か
な

い
ま
で
も
彼
ら

に
ス
ホ

ッ
ト

を
あ
て
た
教
授
形
態
で
あ
る
た

め
に
、
学
習
者
が
主
体
と
な
り
彼
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ら
が

積

極

的
な
意

欲

と
行

動

力
で

も

っ
て

日
本

及
び

日
本

人

に

つ

い
て
発

見

し
、
見

極

あ

る
カ

を

つ
け

て

い
く

ク
ラ

ス
と
な

れ
ば

、

一
、

の
講
義

形
式

に
よ

る
内

容

よ
り

理
解

さ
れ

や

す

い
し

、

彼
ら

に
と

っ
て
も
身

に

つ
き
や
す

い
と

い
う

こ
と
が
実

感

で

き
る

で
あ

ろ
う

。
こ

こ
で

大

切
な

こ
と

は
担
当

教

授
者

の
周

到
な

授
業

計

画

と
的

確

な

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
、

そ
し

て
学

習
者

自
身

に
学

習

効
果

を

確
認

さ

せ
、

更

に
学

習
意

欲
を
昇
華

さ

せ
る

た

あ

の
助
力

で
あ

る
。

教
師

主
導

型

に
慣
れ

て
し

ま

っ
て

い
る
学

習
者

の
場
合

に

は
、

試
行

錯

誤

・
葛
藤

等

を
繰

り

返
す

こ
と

に
な
ろ

う
が

、

日
本

語
運

用

能
力

を

伸
ば

し
、

自

己
を

表

現
し
、

自

己

教
育
力

を

究

め
る

に

は
意
義

の
あ

る
教
授

形
態

で

あ

る

と
考
之

ら

れ
る

、

し

か
し

な

が
ら

欠
点

が

な

い
わ
け

で

は
な

い
。

学

習
者

主
体

だ

か
ら

と

い
っ
て
も

彼
ら

の

ニ
ー
ズ

に
合

わ

せ

て
ば

か
り

い
る

と
、

「
過
ぎ

た
る

は
…
…

…
」

の
讐

え

に
あ

る

よ
う

に
、

時

間

と
労

力

を
費

や

し

た
割

に
は
身

に

つ

い
た
も

の
に
偏
り

が

あ

る

と
か
、

非

常

に
少

な

か

っ
た
等

の
問

題

が

噴
出

し

て
し

ま
う

の
で
あ

る
。

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

「
日
本
事
情
」
教
育

の
捉
之
方

及
び
そ
れ

に
関
す

る
教
授
形
態
を
表
面
的
に
述
べ
て
き
た
が
、
筆

者
は

こ
の
中

の
あ
る
項
目
だ
け
を
採
り
上
げ
た
り
組
み
合
わ

せ
た

り
し
て

[
日
本
事
情
L

の
教
育

の
み
㌻
方

の
規
定
を
創
り
出
す
意

図
は
現
在

の
と

こ
ろ
持
た
な

い
、

し

か
し
、

こ
の
よ
う

に
教
授

形
態

を

細
分

化

し

て
み
る

と
、

教

育

の
現
場

の

ニ
ー
ズ

に
適

応

可
能

な

い
く

つ
か

の
項

目
が

見

え

て

く

る
も

の
で

あ

る
。

そ

の
中

か
ら

教

授
者

の
現
実

的

・
具
体

的

な

必
要

条

件

あ

る

い
は
希

望

条

件

に
基

づ

い
て

方

向
づ

け

を

行

え

ば

、

お

の
ず

と
重
点

部

分
が

決

ま

っ
て
く

る

と
思

わ
れ

る
.、
そ

こ

を

期
待

し

て
時

に
応

じ

て
、
出

来
れ

ば

「
日
本
事

情
」

教

授

の
中

で
あ

の
教

授

形
態

で

ま

た

こ

の
教

授
形

態
で

と

い
う

よ
う

に
応

用

に
深

さ

と
幅

を
考

慮

に
入
れ

て
試

行

錯
誤
を

重

ね

た
上

で
、

具
体

的
成

果

と
充

実
度

を

整

理
し

、

そ

の
報

告
を

世

に
問

う

か

た
ち

に

し

て
み

た

い
と
思

っ
て

い
る
.

(注
)

L

光

田
明
正

■
日
本
語
教
育

に
お
け
る

日
本
事
情
L

『
日
本
語

と

日
本
語
教
育
」

第

=
二
巻

寺
村
秀
夫

編

平
成
元
年

一二
九
五

ぺ
ー
ジ

乞

「
平
成

四
年
度
実
態
調
査
表

1
ー
国
立
大
学
、
公
立
大
学
、

私
立
大
学
編
」
文
化
庁

平
成
五
年

文
化
庁
国
語
課
蔵
よ
り

筆
者

の
責
任
に
お

い
て
調
査

収
集

五

お
わ
り
に

留
学
生
教
育

に
携
わ
る
者

は
、

日
本
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生

は

そ

の
出
身
国

(地
域
)

に
と

っ
て
も
ま
た
わ
が

日
本
に
と

っ
て
も

か
け
が
え

の
な

い
財
産

で
あ
る
ど

い
う
共
通

の
視
点
を
持

っ
て

い

2ss



る
.

一
方

、

彼
ら
外

国

人
留
学

生

の
日
本

で

の
留
学

生

活

に
お
け

る

目
標

は
何

か
と
問

之
ば

、
限

ら

れ

た
年
月

の
中

で
学

習

へ
の
積

極
性
、

自

主

性
、

異
文

化

へ
の
視

点

の
変

化

、

視
野

の
拡

大
、
自

己
表

現
力
、

日
本

語
運
用

力
等

を

最

も

効
果

的

に
習
得

す

る

こ
と

だ

と
答

之
る

で

あ
ろ

う

、
4

し

た

カ

っ
て

双
方

の
視

点
や

期
待

を

苅
日
本

語
L

教
育

と

「
日

本
事

情
」

教
育

に
効
果

的

に
合

致

さ

せ
反
映

さ

せ
る

た

め

に
、

本

稿
で

指

摘
L

た

よ
う

な

い
く

つ
か

の
間

題

や

課
題
を

刺

激

剤

に
し

て
実

現

の
た

め

の
努

力

を

重

ね

る

必
要

が

あ

る

、
ま

た

特

に
、

コ
日
本

事

情

L

教

育

の
内

実

を

充

実

さ

せ
る

と

と
も

に
、

こ

の

「
日
本
事

情

」
を
単

に
語
学

の
ク

ラ

ス

の

一
部

分

と
捉

之

る

の
で

は

な
ー
、

.
日
本

語
教
育
L

の
中

の

一
部

分

と
し

て
捉

之
、

更

に

は

日
本

人
学

生
を
含

め
て

の
留
学

生
が
受

講

す

る
大
学

講

義

全
体

の
中

に
位

置

づ
け

て
カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

に
組

み

入
れ

る

べ
き

で
あ

る

と
考

之

る
。

国際 経 営 フ ォー ラ ムNo.5

(注
)

L

『
国
際
教
育
交
流
実
務
講
座
」
第

四
巻

九
九
三
年

教
育
交
流
社

一

(み
や
ぎ

・
の
り
之
/
経
営
学
部
非
常
勤
講
師
)
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